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第1章 緒 論

首題其 ノ1.2.3報 ニ テノ＼ 主 トシテじ一般1臨

林 的見地戸 ラ攻究 テ試 ミタガ、他 面、禮 質ガ、臨

躰 的二、疾患 ノ球立及経過蛇 二豫徐等 二關係 ヲ

有 スル コ トノ・、既 二周知 ノコ トデ、Rokitansky

ωモ細 身狭 長ナル胸廓 ト内臓器官 二關 スル解 剖

學 的所 見 ラ明 ラカニ シ、Martius{Mハi疾 患 ノ獲

現 ト艦 質 トノ關係 テ論 ジ、Stiller〔3)、Siquad(4)

Kretschmer(5,ハ 、 夫 々Typusasthenicus

TypusrespiratoriusLaptsomertypusヲ 暴 示

シ、J・Bauer(6}モ 亦 呼吸器聖 二慢性呼吸器疾

患 多 キヲ認 メタル如 ク、罷 質 ト結核罹 患1こ ノ關

係 ヲ取 リ上ゲ タルハ、實 二枚暴 二逞 ガナ イ。

然 ルニbHayek(71、SimonRedeker(8)等 へ 結

核 性素因 ヲ否定 セ ントシ、本邦 二於 テハ、熊谷

⑥、有馬働、今村働 ノ諸教授 モ、結核艦質 ノ不

明ナルヲ読 明 シテ居 ラ レル。

此 ク、一方 デノ・、形 態的測度或 パ指数、禮型 、

覗診等 二依 リ、禮 質 ト結核罹 患拉死亡 トノ關係

3就 テ、多少 ノ差 ノNアルモ・略k肯 定的結果 テ

興こ ントシ、他方 デハ、禮 質 ヲ結核罹 患ニ ヨル ・

二次 的現象 トナ シ、圭 トシテ、発疫學 的二解漂

ヲナサ ン トシテヰル。

結局、結核艦質 ガ先行的 ナ ・〃ヤ翼ノ・二次 的 ナル

ヤノ、未解決 ノ貼 モナキニ非 ズ。

サ レボモ、是 レハ、特 二集團検診 二關心 ナキヲ 、

得 ヌ ト考 ヘル カラ、肺結核症 ノ「.VJ間 接 撮影所

見 ト比艦 重及比胸園 トノ相 關 ヲ求 メ、集 團検 診

晶於 ケル結核燈 質 ノ考察 ユ聯 力遽試 テ行 ハ ント

ス・ot

第2章 實 験

第1節 實験方法

前報肺結核症患者㌧ 就 テ、前報諸検査 ト同時

二、次 ノ方法ニヨル生髄計測値 カラ、比禮重、

比胸園 ヲ算出 シ、「レ」間接撮影所見及W氏 法赤

沈一時間値 トノ各相關 テ求 メタ。

(身長 〉

一般 二用 ヒラレル身長 計 ニ ヨリ正規 ノ方法 ラ以
.
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テ シ 〆、

(瞬重 〉 〆

着 衣 ノ重量 ヲ控除 スル ノ方法 テ以 テ シ、

(胸園)

前方ハ、繭乳嚇直上、後方ノ・、肩騨下隅下二、

夫々接 シ巻尺テ當テ、安静呼吸時二、緊緩適宜

ニ ナ シ、
ぼ

以テ各計測値 カラQuetlet,及Brugschノ 各

指数 テ求 メタ。

然ルへ 髄格榮養指婁奴 ノ・系数 へ 臨 沐醤家

及、選兵醤學、保瞼醤學、産業欝學、學校衛生其

ノ他多 クノ趾會衛生研究家ニヨリ、今 日迄獲表

サ レシ方式ノ・既二歎十ノ多 キニ達 シツ・優劣未

グ蹄結 セザルガ如キモ、實際的ニハ、上搏園測

定ニヨリ個人及群族 ノ榮養歌態 ラ客観的且ツ或

程度正確 二判定サレル ト考ペラ レルカラ(八 木が
氏fi2))、八 木氏 〔16〕指数(AOE÷AO×102×K)

3!Z..ハ、Vervaeck,Index((G十G>÷1・ ×102>或

ノ・、MesserliIndex(AOE-{L-(B十G)}ノ

何 ゾカニ テ正確 二評贋 サ レル ト考察 スル ケ レド

モ、鉱 デハ、一般 二古 クカラ凡 ク使用 サ レ、文

部 省モ今尚 ホ使用 スルQuetlet及Brugschノ

指 数 ヲ用 フル コ トニ シタ。

而 シテ、胸園 ノ登達 ガ、其 ノ内二包含 スル胸部

内臓器官特 二肺臓 ノ嚢達 二關係 ア リ ト考 フレ

バ、結核 ト罷 格 トノ問題 二就 テ、結核罹 患 ノ考

察 ニー ノ意義 テ加 フル モ ノ(助 川氏㈹)ト 考 へ、

併 セテ、艦重 ガ榮養評 憤 ノー方 便 トモ考 フルコ

トガ出來 ル トセバ、爾 者相倹 ツテ、 結核禮 質ニ

ー意義 テ與 ヘルモ ノ ト考 ヘル
。

第2節 實験成績及考按
〆

既報葡結核症 患者 ノ中、生禮 計測 テ實施 シ得 シ

バ、主 トシテ男子179名 デ、超 ガ年齢 ノ算術李

均(M±mt(δ))ノ ・26.94±O.64(±8.47)デ

ア リ、指激算 出ハ次 ノ如 シ。略

、Qu今tleガlndex一 繋 藷 霧 ×・帖

Brugsehandex-tk竪(1需3×1…

而シテ、之ニヨリ得 タ比盟重及比胸園 ノ算術李

均又ハ次 ノ如 シ。
Mm

{
比艦重30.4±0.3

比 胸 園49.60.3

之 レ ト比較 封照 スル タメ、次 表諸氏 ノ薮 値 テ以

テ シ、指藪 算出 ナキモ ノ ニ ハ、計測値 ヲ 引用

.シ 、余 ガ割 リ出 シタ指薮 ヲ用 ヒタ。

而 シテ、此 ノ諸氏 護表 ノ数値 ガ、健 康成入男子

ノ標準 工該 當 スル ヤ否ハ先 ヅ論 セザル モ、{建康

普通男子 ノ過不及少 キー般 的標 準 ト見ルニハ過

誤少 シ ト信 ズ。

コノ比較 ・・一ハ、Sig'nificanceノ 算 定ノ・行 ヒ得 ザ

リシ モ、一瞥 シ テ、 余 ノ肺結核症 ノ場合 二於
曝

テ、著 シキ低劣 ノ比禮重及比胸園 ナルテ知 ル。

調 者 査L生 劃 些鯉 比翻 齪
文 部 省 統 計(大 正14.
15年)(14)

26歳 以上 52
隆{男 子

i
21～25歳 51 341

炭山勢働者.大 塚.
清水雨氏(15)

34.8
季
〃

日系鐵道從事事務作
業者。籠山氏(16)

一

40～44歳 59.1

1〃30～35歳 52.9

20～24歳 53.4
1
1

職 業者.入 木民(17)
41～50歳 53.2

]32
.8 〃

26～30議 57 33.3
2向

被 保 瀦.大 山 氏(18)…41～50歳

ノ

i 54.4
i35
.6
1ク 、

{
}

126～30歳

工場勢働者.助 川氏

(19)

一

36歳 以上

53.6
--

53

35

32 ク

26～35歳 53.2 32

肺 結 核 症.池 邊 M± 搬
26.9±0,6

M±m:M±m
49・60・3ド0・40・3

圭 ト
シ'テ

男 子

而 シテ、8rugsch⑳ 、Stefko⑳ ハ結核患者 ノ大

部分 ハ狭 胸 ラ嚢 見 シ、 小崎氏22}、嘉 倹氏(23)、小

金井氏甑等 ハ、結核性呼吸器病 ハ、胸園、 髄重

ノ標準以下 ノモ オニ多嚢 シ、高橋清水爾 氏飼 モ

亦髄格不良者 ・s・結核罹患 卒高 シ ト云 ヒ、Flors-

chutz(26)、Mollowo(27)、Gotha肚(28)、Marsch⑳ 、

米國43生 命 保瞼會肚24年 間 ノ彪大 ナル統計く3el
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及 ビ本邦 デハ、高田氏鋤、丸岡氏132}、助川氏鰍

古瀬氏蹴 丹治氏㈹、野聞氏㈹ 等ニヨル統計的

研究 モ、艦格 ト結核罹患蚊死亡 トノ相關テ肯定

セントシ(八木氏3η〉、胸園、禮重不足5肺 結核

症 トガ・何等 咽 果開係アル ベ キ テ考察サ レ

」レo

而 モ、HipPokrates(460～377V.chr.〉 ノ時 代
∬.

カ ラ始 マ リ、Culle4(1709～90)、Hufeland(Sc・

hlUte,R.:DieAuflagezurTubereulose,1905)

Enge1て1841)、Freund(1858～59)、Benecke

(1878)、Birch(1899)、Hirschfe}d(1899)、Ro-

thschild(1900)、Schm◎rl〈1902)、Backmeister

(19U,1913)、Cottstein,Florschutz,Mallo-

wo,Sturm,Bauer,Borschard七,Brugsch,稻

田 氏 、Viola,Penda,Petersen,Stefko等 ノ、結 〆

核 罹 患 テ解 剖 學 的 根 稼 二 主 眼 テ 置 キ、 佳 田 氏 、

Schntz.Davies,佐 藤 氏 、Ulrici,Wenekebach

Neumann,岩 崎 氏 、Cornet,Laennec,Cornil。

Hanot,Behring,Cohnheim,Hitzenberger,,

Hayek,Zadak・ 有 馬 氏 等 へ 之 テ 否 定 セ ン15

シ、Hart(1906)、HarかHarras(1908)ハStillerl

(1907。1912.1916)ノ 無 力 性 艦 質 テ 探 用 シ

別 衷(1)

テ 、 先 天 的 ト後 天 的 ト ノ結 核 性 胸 廓 及 癬i癖 性 胸

廓 ノ4型 二券 チ タ ル 如 ク結 核 性 資 質 ノ先 天 的 主

張(Hart-Harras,Stilier,Mollowo,Florschutz,

J.Bauer,Brugsch,Haekel,Reichert,Tu.■

Mer,CrotzahnGerber,u.s.w・)ト ご 次 的 主 張

(Rδmer,Fritschu.Eisとrberg,F・Mttller,

Eisenstadt,Hofbauer,Backmeister,Hayek,

u.s.w.〉 トニ 者 中 庸 詮 トテ 知 ル(八 木 氏lse「・… 小

崎 氏 論 文 抄)。¥

然 ル ニ 、 熊 谷(3町 有 馬 ㈹ 、 今 村 〈'11)ノ諸 教 授 ユ ヨ

レ ル 結 核 禮 質 ノニ 次 的 招 來 即 チ免 疫 墨 的 二 根 擦

付 ケ ン トス ル ハ 、 吾 人 ハ現 今X線 墾 嚢 達 二從 ヒ

愈 ≧之 テ 肯 定 シ易 ク、 就 中Spitzen・Disposition

モRanke/Prim乞rkomplexガSpitzen外 二　
認 メラ レ、Sp翫genera霞sation(Hifbschmanη)・

モ血 行a・テ凡 テ ノ部 位 二So9.allg.milliartbe

テ起 スrH恥sehmann鯛 〉 ノ事實 テ良 ク経 験 ス

ルガ、余 ハ前報 デ、 「レ」線的 ニノ、Spitzenト 同

檬他 ノ肺野 ユモ病竈 テ多 ク認 メタ、叉結核 ノ特

異冤疫度 カラ糞 シテ 「ツ・ぐルクリYJ皮 内反感

陰性者 ノ陽轄期 二登病率多 チコト等 ノ事實 ユテ

モ首肯 サ レルガ如 シ.

ザめ 問擾撮彫所見 ト比饅重 トノ相關表原相關係薮
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「篭!」間接 撮 影所 見 ト比 胸 園 ノ相 關 表 及 相 關 係 薮
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表㈱(4)W氏 法赤沈一時間値 ト比麗重 トノ相關表及相關係数
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別 表(5)赤 沈 一時 間1直(W氏 法)ト 比 艦

醜。週 重 トノPears◎n!x2 。Tぐ§t

Σ 堂 二f建_x・x・_78.6
ft

{f=實 測 度 鍛.ft=理 論 度 数

Pearson!P=O.00000

一一一=-0.3608

漕羅 灘 ご副

此 ノ立謹 ノ目的.二、肺結核症 ノ「VJ間 接撮影所

見及W氏 法赤沈一時間値 ト比禮重 及比胸園 トノ

相互關係ヲ求ム レバ以下 ノ如 シ。
ノ

L比 髄重及ビ比胸園 卜「レ 間接

撮影所見 トノ各相關二就テ 認

是等 ノ相關(別表 ① 及(2))一=一就 テへ 相互間二

關聯性 量認 メルコトへ 殆 ンド出來 ヌ。

8.

2432

6S72藤 「

一

go写
。。{⊥⊥竺 lf・y2_一A　 一

+5i一
爵

輔 γ一 舳 一 ▽

1

1酬属
一5

一}

7

直

一28112
罐}

ゴ 11 一33}99
2122 一44 88

2{24 一24 24

122 0 0

1
一
28

}

17

"
28}28

、1

一}一 …

34168
'l

l1133
…

99

16i1 4

i2 10
…

50

1〆

1116}33

」

5離 黙
25

125:Σfx司
、=8091

1-・rL'PE
r=0.6745,__二=0.0484

・》 .N響

即 チ、 「V」間接撮影所 見`=Sル 病 竈 ノ蔓 延櫨大

特 へ 「レ」聞接撮 影所 見 ノミニ ヨル空洞形成 ノ

検索 ト考 察 ノミデへ 必 ズ シモ、室洞形成 ノ搬
と

大 テ認 ムルモ、比艦重及比胸園 ガ減少 ス トノ・限

ラヌ。

fi・比薩重及ビ比胸園 卜W氏 法赤
見

'沈 一 時 間 殖 ト ノ相 關 二 就 テ

是 等 相 關 ノ 申 、 比 艦 重 ト ノ相 關 二就 テ ハ 、'

Pearson/x2-Test〈 別 表5)・ ・一ヨ リ、x2=78.6

P≒Oaシ テ、 「サ ン プ ル」 ラ 自 由 ユ 撰 ブ モ
、

SampillingErr・rト シ テ モ 、 全 ク差 現 出 シ

難 ク、 雨 者 ハ 完 全 二 關 係 ガ成 立 ス)レ。
　

而 シ テ・ 之 ガ相 關 係 薮(r>ハ 、 別 表(4>ニ ョ

リ・r=-O・36PEr=0.048 .Fischer1T-Test

・=一ヨ リ・T-5P〈0・01:・ ・シ テ 、rノ ・有 意 デ且
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ツ相 當 ナル逆相 關 ト云 ヘル。 .

帥 チ、赤 沈一時間値 ノ促進 テ昆 ル程 ・夫 レグ久
'比 禮重

ハ減少 スルラ知 ルガ 、

然 ルニ、別表(3)ニ ヨ リ、比胸園 トノ相 關 ハ、

r=・-O。13PEr=0.055ニ シテ、先 ヅ認 ム〈ごキ

モ ノガナィ。 直

帥 チ、赤沈1時 間値 ガ促進 スルモ、必 ズ シモ、

比胸園 ガ低下 ス トハ限 ラヌ。 ・

要之、前報所論 ノ如 ク、他 二赤齪 進 ン因芋 ヲ

含 マズ ト認 ムル肺結核 症 二於 テ、 「レ」線検査 ト

赤沈促進 ト昌 ヨリ、略 胤、室洞形成 ノ籏大 ヲ推

知 シ得 ル トセバ(前 報 参照)、 室洞形成 ガ櫨 大ス

ルモ、比胸園 ノ低下 テ特 二認 メ メ ガ、 比艦 重

ノ・、小型 「フ イル ム」間接撮影 所見 ノミデ ノ室洞

形成 ノ検 索 ト考察 トニ訣 クル トコロァレろぐ、之

トノ相 關ハ乏 シイ。

サ レドモ、組 熾破壌 ヲ隼物學 的二認 メ得 ル方法

ノー一トサ レル赤沈 ノコ時 間値促進 トハ相 當高 イ

相 關性 ガアヅテ、室洞 形成 ノ獲 大(叉 ハ氣管枝

粘膜 ノ潰瘍形成〉 ト比艦 重減 少 トノ・、一脈相通

ズル現象 ガアルモ ノ・如 シ_、

然 ルニ,比 胸園 ハ、此 ノ意味二於 ケル赤 沈 ・トノ

關聯性 二付 テハ、殆 ン ド認 メラ レヌ。

叙上 ノ如 久 肺結核症 ニテノ・、比膣 重及 ビ比胸

園 ハ、普通標準 二劣 ル コ ト極 メテ顯著 ナルモ、

/之 レガ病勢 ノ進展 トノ關係 二於 テノ蜥 ノレ内容 ガ

含 マ レルモ ノト知 ル。

帥 チ、禮 重 ヲ、榮 養評 贋 ノー ト考 フレバ、比農

重 ガ病勢 ノ進展特 二室洞 ノ獲大 二重要意義 ガア

リ、胸園 ガ盟 格糞達 ノ評 贋 ノー ト考 フ レバ、胸

部 内臓器官特 二肺臓 ノ登蓬 テ知 ルー方法 タル比

胸園 ハ、病勢 ノ蓬展特 二室洞 ノ籏大 二意義乏 シ

キヲ知 ル モ ノ・如 シ¢'

是 等 ノ事 項ハ、病勢 ノ進展又 ノ、罹患 ノ男犬態 ガ、

生來 ノ艦 格 ノ登育 二依存 スル コ ト少 ク、寧 ロ、

榮養 二依存性 多 久 結核禮質 ガ、発疫學的 タル

ニ次 的現象ニ ヨル コト多 キモ ノ・如 シ.

暉 峻 氏圃、Aschner幽 等 ニ ヨレバ、 思春期襲育

促進 期 ノ生 活環境 が、此 ノ禮 質 ヲ支配 シ、結核

罹 患 ノ誘 因 トモナ リ得 ル ト考 ヘ ジ レルナ ラバ、

結核罷 質 ノニ次 的現象 ヲ、結核 切感 染二基 ク晃
ノ

疫 墨的攣 兆 二聾 サ レルモ ノト考 へ得 ルガ如 シ。

第3章 結 論

集團検診 二於 ケル肺結核 症 ノ遙展 ト禮 質 トノ關

係 テ知 ラントシテ、 比膿 重及 ビ比繭薗 ト「レ」間

接撮影所 見及 ビW氏 法赤沈一時間f直 トノ各相關

テ求 メ、略 ヒ次 ノ結 論 ヲ得 タ。
1(1)肺 結 核 症 ノ比禮 重及 ビ比胸園

へ 健 康普

通 人 ノ標準 二劣 ル コ ト極 メテ顯著 デ アル。

帥 チM±m

比 禮 重30.40。3

比 胸園49。60.3・

(2)肺 結 核 症 ノ比艘 重及 ビ比胸園 ノ減少ノ・、

「レ」間接撮=影 ノミニ ヨル所見薗 ハ、殆 ン ド認 ム

ベ キ相 關 ナキモ、W氏 法赤沈一時聞値 ノ促進 ト

比艦 重減少 トハ、相當 ナル逆相關(r=-O.36

PEr-O.04S>ガ 認 メ ラレル。

,(3)肺 結核 症 ノ病勢進展特 二室洞 形成 及 ビ肺

臓又 ノ・氣管枝 粘膜 ノ破壌現象 テ推 知 ス ル ニ、

「レ」間接撮影所見 ニ ヨル鋏貼 テ、比禮 重ニ ヨツ

テ、或程度 革補足 スルガ如 シ。

而 シテ、肺結核 病竈 ノ進展鑛 大 ニハ比胸園二意

義乏 シクシテ寧 ロ比罷 重二意義 ア ル モ ノ ・如

ン 婁o

(4)肺 結核膿質 イ多 クへ 発疫墜的二読明サ

レルニ拠的環象 ノー ト認メラレルガ如 シ。
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